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要 約 

2008年岩手・宮城内陸地震では大小合わせて50箇所を越える河道閉塞が発生し、河道閉塞

の下流に位置する地域に深刻な影響を与えた。地震時の斜面崩壊によって生成される天然

ダムの浸透や越流に対する安定性を検討するためには、天然ダムの土質構成やその力学特

性が必要となるが、蓄積されているデータは少ない。そこで、本研究では2008年岩手・宮

城内陸地震で発生した湯ノ倉温泉地区の天然ダムを対象とし、その地盤工学的特性を明ら

かにすることを目的として原位置試験、堤体材料を用いた室内土質試験を実施した。その

結果、湯ノ倉温泉地区の天然ダムの天端付近では深度によって岩塊比率が異なること、岩

塊以外の堤体のN値は10程度で比較的軟弱であること、高塑性の堤体材料の透水係数は現場

透水係数より小さく、その耐侵食性は非塑性の土より大きいことなどがわかった。 
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